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国立保健医療科学院

 平成14（2002）年4月1日設置

 国立公衆衛生院 、国立医療・病院管理研究所、
国立感染症研究所の口腔科学部が統合

 5統括研究官、6研究部、2センター、総務部

 定員数 常勤109人（研究職77人、行政職30人、
指定職2人） ［令和4（2022）年4月］
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国立公衆衛生院

 昭和12(1937）年 公衆衛生技術者の訓練実施の
ために、都市保健館（東京京橋）、農村保健館
（埼玉県所沢）を設置 【現在の保健所の原型の
一つ】

 昭和13（1938）年 公衆衛生技術者養成機関とし
て、公衆衛生院 を設立

これらはいずれも米国ロックフェラー財団の資金
援助による

 昭和13(1938)年 厚生省の設置

National Institute of Public Health, JAPAN
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旧 国立公衆衛生院（芝・白金） 昭和13年頃

National Institute of Public Health, JAPAN

出典：国立公衆衛生院
創立五十周年記念誌、S63 4



国立公衆衛生院附属図書館

National Institute of Public Health, JAPAN
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国立保健医療科学院図書館
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国立保健医療科学院の所掌事務
（厚生労働省組織令第138条）

 保健医療事業又は生活衛生に関係する職員その
他これに類する者の養成及び訓練並びにこれに対
する保健医療及び生活衛生に関する学理の応用
の調査及び研究（疾病の診断及び治療に係るもの
を除く。）を行うこと

 社会福祉事業に関係する職員その他これに類す
る者の養成及び訓練並びにこれに対する社会福
祉に関する学理の応用の調査及び研究（保健医
療及び生活衛生に関連するものに限る。）を行うこ
と
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国立保健医療科学院の養成訓練

 長期研修：研究課程

専門課程（Ⅰ，Ⅲ）

 短期研修：短期研修（41研修）

 国際協力研修：JICAから委託（3研修）

 年間修了者数：2,000名程度

 その他（遠隔研修）

National Institute of Public Health, JAPAN
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国立保健医療科学院の事業
（データベース）

 厚生労働科学研究成果データベース

 特定健康診査・特定保健指導に関するデータベ
ース

 臨床研究情報ポータルサイト

 H-CRISIS（健康危機管理支援ライブラリー）

いずれも科学院サイト（ https://www.niph.go.jp/）

よりアクセス可能

National Institute of Public Health, JAPAN
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National Institute of Public Health, JAPAN

10



「保健医療科学」の発行

・年5号+増刊（年報）を発行

・行政施策に関連した特集

・研修報告

・原著等

・年1回の英文誌

・下記より閲覧可能

https://www.niph.go.jp/journal/index.html

National Institute of Public Health, JAPAN
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WHO（世界保健機関）への協力

WHO研究協力センター
住民中心の包括的保健医療サービス提供

（国際協力研究部）

地域への水供給と衛生
（生活環境研究部）

たばこ煙の分析と研究
（生活環境研究部）

WHOレファレンスライブラリー

National Institute of Public Health, JAPAN
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国立保健医療科学院図書館サービス室
のレファレンス

 2010年レファレンス協同データベースに参加
 登録データ数

一般51件、参加館2件、自館71件
 公衆衛生院から引き継いだ蔵書及び公衆衛生に係る研
修・研究を支えるために収集した資料をもとに、わが国
唯一の公衆衛生専門図書館として公衆衛生分野を中心
にさまざまなレファレンスに対応
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レファレンス協同データベースへの
データ登録

業務体制
図書館サービス室の職員:9名
うち主として図書館業務に従事している者：3名

2010年にレファレンス協同データベースに参加。

 2020年9月4日、新型コロナウイルス感染症の流行と
ともに「流行性感冒」についての問い合わせが増えて
きたことを契機にレファレンス事例の一般公開に踏み
切った。

National Institute of Public Health, JAPAN
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レファレンス協同データベース

おすすめ登録データ
① 感染対策のためのマスクの歴史を知りたい

 大正8年(1919年)10月配布の「流行性感冒予防心得」には、太字で“呼吸
保護器”と書かれ、(「レスピレーター」、又は「ガーゼマスク」ともいふ）と補
記されている。

 参考資料
1.『大日本私立衛生会雑誌』430号 1919年(大正8年2月)
2.『大日本私立衛生会雑誌』1920年(大正9年2月) 
3.『大阪衛生百年史 : 大阪府衛生会・健康の里の軌跡』大阪府衛生会, 1993.2  
4.『流行性感冒』内務省衛生局, 1922.3  

 利用したデータベース等
・ヨミダス歴史館
・NDLオンライン
・NDLデジタルコレクション
・自館OPAC

National Institute of Public Health, JAPAN
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流行性感冒（内務省衛生局．1922.3.）収載
ポスター画像
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大日本私立衛生会雑誌
1920年(大正9年2月) 収載ポスター画像
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レファレンス協同データベース

おすすめ登録データ

② 保健医療分野の文献情報収集をしたい
 当院に研修に来た研修生。地方在住。文献情報収集の経験はあまりない。

 居住地を確認のうえ下記の方法を案内
1. 居住地の県立図書館が提供する有料データベースによる情報収集
「医中誌web」「JDreamⅢ」「最新看護索引Web」

2. 無料データベースによる情報収集
・CiNii Research
・厚生労働科学研究成果データベース
・国立国会図書館デジタルコレクション
・PubMed
・「厚生の指標」掲載論文検索

 図書資料3冊を参考図書として紹介
県立図書館の健康医療情報コーナーにあることを案内

National Institute of Public Health, JAPAN
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National Institute of Public Health, JAPAN

https://www.niph.go.jp/
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